
訪
問
介
護
労
働
者
の
『
移
動
時
間
』
問
題
を 

 
考
え
る 

今
年
に
入
り
、
介
護
事
業
所
か
ら
の
相
談
が
急
に
増
加
し
ま
し 

た
。
背
景
に
は
、
昨
年
末
に
実
施
さ
れ
た
労
働
基
準
監
督
署
の
調
査

に
よ
る
是
正
勧
告
も
し
く
は
指
導
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
是

正
勧
告
の
内
容
を
み
ま
す
と
、
『移
動
時
間
に
対
し
て
賃
金
を
支
払

っ
て
い
な
い
』に
関
す
る
指
摘
が
最
も
多
く
、
殆
ど
の
事
業
所
で
勧

告
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
こ
の
是
正
勧
告
は
、
行

政
手
続
法
上
の
指
導
、
勧
告
、
助
言
で
あ
っ
て
処
分
に
は
該
当
し
な

い
も
の
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
要
す
る
に
、
行
政
指
導
に
従
う
か

否
か
は
任
意
で
あ
る
い
う
こ
と
で
す
。
た
だ
、
労
働
基
準
監
督
署
は

何
ら
か
の
労
働
基
準
法
違
反
の
事
実
が
関
係
書
類
か
ら
確
認
さ
れ

た
場
合
、
そ
の
自
主
的
改
善
を
ま
ず
第
一
に
求
め
ま
す
が
、
違
法

状
態
を
黙
認
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
来
で
は
あ
れ
ば
、
労

働
基
準
法
違
反
に
対
す
る
処
分
（行
政
刑
罰
）が
即
刻
可
能
な
わ
け

で
す
。
簡
単
に
言
え
ば
『是
正
勧
告
』と
は
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
の
よ
う

な
位
置
づ
け
で
し
ょ
う
か
。
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
を
無
視
す
る
と
、
レ
ッ

ド
カ
ー
ド
（本
来
の
処
分
：
行
政
刑
罰
）が
法
令
に
照
ら
し
て
実
施

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
回
の
是
正
勧
告
の
内
容
を
み
ま
す

と
、
他
に
『３
６
協
定
の
未
締
結
』、
『割
増
賃
金
の
算
定
漏
れ
』、
『休

日
労
働
の
割
増
漏
れ
』、
『深
夜
労
働
の
割
増
漏
れ
』等
労
働
基
準
法

の
基
本
的
項
目
が
散
見
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
介
護
保
険
制
度
発

足
か
ら
１
０
年
目
を
迎
え
ま
す
。
他
の
産
業
に
比
べ
る
と
歴
史
も
浅

く
、
労
務
管
理
の
確
立
も
後
手
後
手
に
な
っ
て
い
る
感
が
、
今
回
の

是
正
勧
告
の
指
摘
事
項
か
ら
伺
え
ま
す
。 

 

●
移
動
時
間 

ま
ず
は
、
移
動
時
間
に
関
す
る
行
政
の
解
釈
を
知
る
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
、
通
達
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

『訪
問
介
護
事
業
に
お
い
て
は
、
非
定
形
的
パ
ー
ト
タ
イ
ム
ヘ
ル

パ
ー
等
が
訪
問
介
護
の
業
務
に
直
接
従
事
す
る
時
間
以
外
の
時
間

を
労
働
時
間
と
し
て
い
な
い
も
の
が
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

訪
問
介
護
労
働
者
の
移
動
時
間
や
業
務
報
告
書
等
の
作
成
時
間
な

ど
に
つ
い
て
は
、
労
働
時
間
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
適
正
に
こ
れ 

を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
移
動
時
間
と
は
、
事
業
所
、
集
合
場
所
、

利
用
者
宅
の
相
互
間
を
移
動
す
る
時
間
を
い
い
、
こ
の
移
動
時
間
に 

つ
い
て
は
、
使
用
者
が
業
務
に
従
事
す
る
た
め
に
必
要
な
移
動
を
命

じ
、
当
該
時
間
の
自
由
利
用
が
労
働
者
に
保
証
さ
れ
て
い
な
い
と

認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
労
働
時
間
に
該
当
す
る
も
の
と
な
り
ま

す
。
』 
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ポ
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②
移
動
時
間
と
通
勤
時
間 

 

移
動
時
間
と
通
勤
時
間
の
違
い
は
左
記
の
通
り
で
す
。 

    
  

             
移
動
時
間
と
は
、
事
業
所
、
集
合
場
所
、
利
用
者
宅
の
相
互
間
を
移

動
す
る
時
間
を
い
い
ま
す
。 

 

③
な
ぜ
移
動
時
間
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
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③ ② ① 

移
動
時
間
の
自
由
利
用
が
保
障
さ
れ
て
い
な
い 

使
用
者
が
移
動
を
命
じ
て
い
る 

移
動
時
間
が
問
題
に
な
る
の
は
、
時
間
給
パ
ー
ト 

タ
イ
ム
ヘ
ル
パ
ー
等
で
あ
る 

実線 通勤時間 
点線 移動時間 

利用者Ａ 

労働者宅 

利用者Ｂ 

事 業 所 

【 介護保険上の報酬対象時間 ≠ 労働基準法の労働時間 】

移動時間(20分) 介護サービス提供時間(120分) 移動時間(20分) 

紙面の都合上、詳細は割愛しますが、『介護保険上の報酬対象時間』と『労働基準法上の労

働時間』の乖離が大きな原因として考えられます。ここ数年来問題となった『名ばかり管理

職』も企業が考える管理職と通達が求める管理職の乖離が原因でした。  機会があれば、

対応、対策について考えてみたいと思います。 

労働基準法上の労働時間 


